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1.　社長あいさつ

本報告書（以後、レポート）は、環境省策定「エコアクション21」への認証、登録

の申請に併せて、山陰総業有限（以後、山陰総業）が「エコアクション２１

産業廃棄物処理業者向けガイドライン２０１７年版」に沿って作成、編集したものです。

2021年12月23日に、山陰総業はエコアクション２１の認証・登録を受けました。

全社員に支えられての大きな一歩であったと思います。しかしながら、データーを

用いて自らを俯瞰すると至らない箇所が幾つもある事に改めて気付かされました。

それらを少しづつ変えて行く事が出来れば、より社会に貢献出来る企業になれると

信じております。

昨年度と異なり新型コロナウイルスの影響が全国的に和らいだ事から、2021年度は

事業規模が約1.8倍に拡大しました。そうした中でも削減目標を達成する為に

山陰総業は様々な試みを実行に移しました。レポートで詳しく述べますが、最も大きな

決断としては社用車を2台削減しました。こうした大小の試行錯誤の結果を御覧

いただければと存じます。

エコアクション２１に関して、全社員からの協力を得る事が出来ました。

ここに感謝の意を示して、挨拶に代えさせていただきます。

令和4年3月1日

山陰総業有限会社

代表取締役社長 田中　浩二



２．環境経営方針

【基本理念】

私たちは自然エネルギーに感謝すると同時に，近年ますます深刻化する地球環境の汚染，地球温暖

化，エネルギー資源の枯渇，廃棄物の増大ならびに今後予想される地下資源や水資源の枯渇への対応

が人類共通の重要課題であると認識しています。その認識のもと，弊社の金属加工，製鋼原料の収集

運搬および販売リサイクル業等に於ける無駄を省くことで環境負荷の低減を図ると同時に省資源化へ

の取組みと環境コミュニケーション充実させます。また，循環型社会の発展に向け全社員が協力して

環境保全活動などに取組み，多くの人が笑顔で暮らせる社会に寄与します。

【行動計画】

１．具体的には，以下のことに取り組みます。

①消費電力量，自動車と重機類の燃料使用量，金属加工用ガス，暖房用燃料の節減ならびに

二酸化炭素排出量の削減

②金属再生資源の回収・収集・再資源化の更なる推進と，金属再生資源の販売促進

③排出する廃棄物の減量化と，再利用ならびに再生利用の推進

④不良品の低減

⑤加工用部材の歩留まり向上

⑥使用する事務用品のうち，消耗品（コピー用紙など）の削減

⑦水使用量の節減

⑧化学物質，化学物質を含む製品ならびにそれら廃棄物の適正管理

⑨事業場周辺の清掃活動など，地域の環境保全と環境コミュニケーションの推進

⑩社内の環境コミュニケーションの推進

上記につきましては，社員への周知を徹底し，環境経営方針に沿った環境経営目標と環境経営

計画を定めると共に定期的な見直しを行い，環境経営の継続的な改善に努めます。

２．環境関連法令や環境に関して地方自治体が定める条例，地元協定ならびに弊社が宣誓した

ことにつきましては，これらを社員に徹底し，遵守します。

制定日：令和２年10月12日

  改訂日：

                     

      山陰総業有限会社

  代表取締役社長 田中 浩二



３．取組み対象組織と活動の概要

  ３-１ 組織の概要

    ① 名称 ： 山陰総業有限会社

    ② 代表者： 代表取締役社長 田中浩二

    ③ 設立 ： 1907年９月１日

    ④ 資本金： 1,000万円

    ⑤ 所在地（認証登録範囲）：

  本社・工場  島根県松江市東出雲町揖屋2730-５番地

        物流倉庫   島根県松江市東出雲町揖屋2729-１番地

        駐車場    島根県松江市東出雲町揖屋2741-６番地

        廃棄物保管場所 島根県松江市東出雲町揖屋2730-２番地

    ⑥ 事業内容（認証登録範囲）：

1）鈑金加工（レーザー加工・溶断加工・シャーリング加工・    

プレス加工）

      2）金属スクラップ（鉄・非鉄）の受入・加工・卸

⑦ 事業規模（2022年度）：

  売上高 ： 200,045万円

  再生資源の収集・回収量：＊＊＊（全て再資源化）

  従業員数 69人

  工場面積 6000㎡

  敷地面積 11,500㎡

⑧ 事業年度： ２月～翌１月

  ３-２ 認証登録の対象組織とその活動（認証登録範囲）：全組織・全活動

  ３-３ 施設・車両

トラック     ：４台

      マグネット付き重機：４台

      フォークリフト  ：３台 

   ・切断機 ニューギロ（49.6t/8hours）

     ・圧縮機（17.2t/8hours）

  ３-４ 中間処理（再資源化）に使用する施設・設備等

     中間処理（再資源化）工程図

リサイクル原料（鉄，アルミ，ステンレス，銅）

↓

切断・圧縮

↓

リサイクル資材

↓

電炉メーカー，精錬所等へ販売



産業廃棄物処理業に関する許可等 

 ①産業廃棄物収集運搬許可 

      ・島根県知事 許可番号 03200099523  

許可年月日：令和 4 年 11 月 11 日 

         許可期限 ：令和 9 年 11 月 10 日 

          ※ 事業の範囲ならびに区分と種類（積み替え保管行為を含む） 

            廃プラスチック類，紙くず，木くず，金属くず，ガラスくず，がれき類の 

以上６品目（石綿含有産業廃棄物であるものを含み，水銀使用製品廃棄

物，水銀含有ばいじん，特別管理産業廃棄物であるものを除く） 

      ・松江市市長 許可番号 12910099523 

許可年月日：令和 4 年 11 月 11 日 

         許可期限    ：令和 9 年 11 月 10 日 

   ※ 事業の範囲ならびに区分と種類（積み替え保管行為を含む） 

      産業廃棄物積替保管施設： 面積：12.2 ㎡、保管の上限（高さ）：1ｍ 

      廃プラスチック類，紙くず，木くず，金属くず，ガラスくず，がれき類の以上６品目 

（石綿含有産業廃棄物であるものを含み，水銀使用製品廃棄物，水銀含有ばいじん， 

特別管理産業廃棄物であるものを除く） 

② 廃棄物再生事業者登録 

      ・島根県知事 登録番号 32007 号 

         登録年月日：平成 15 年３月 28 日 

  ③ 産業廃棄物処分業 

      ・松江市市長 許可番号 12920099523 

         許可年月日：令和３年 11 月２日 

         許可期限 ：令和８年 11 月１日 

※ 事業の範囲 ： 切断・圧縮 

        ※ 産業廃棄物の種類 

  金属くず（石綿含有産業廃棄物，水銀使用製品産業廃棄物および水銀含有ばい 

        じん等であるものを除く） 

 

 

 

 



4-1　会社の組織図とエコアクション２１の実施体制

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、管理、運用等の実務上の責任者
・環境関連法規等の取りまとめ一覧表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポート確認
・環境教育訓練の計画策定と実施の責任
・緊急事態への対応のための手順書作成及び試行訓練の実施責任者
・問題が発生した場合、是正、予防処置を各部長へ指示

総務課 資材課 板金課

各課長

・課内における環境経営方針の周知
・課内に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・課内の従業員に対する教育訓練の実施
・課内に限定された項目の手順書作成及び運用管理
・課内の内部コミュニュケーション実施、問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境経営方針と法令の遵守及び環境経営計画の実践と各自の責任役割の理解と自覚
・決められた社内ルールの遵守と、自主的・積極的に環境経営計画に参加

副環境管理責任者 ・環境管理責任者不在時の環境管理責任者職務の代行

エコアクション２１事務局

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・実施体制、責任、役割、権限等の原案作成
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境経営計画の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表作成と取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境教育訓練の計画原案の作成と実施担当者
・環境関連の外部コミュニケーション及び内部コミュニケーションのとりまとめ
・環境経営レポート作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・緊急事態への対応のための手順書原案作成及び試行訓練の実施担当者
・環境経営計画等の手順書原案の作成及び運用管理担当者

各部長
・部内における環境経営方針の周知
・部内課長への環境経営計画実施の指示、教育訓練実施の指示
・部内の内部コミュニュケーション実施、問題点の発見、是正、予防処置の実施

エコアクション２１事務局

事務局長

業務課 技術課 製鋼原料課

製造事業部

局員

専務取締役 大畑充康 取締役 ３名

代表者

代表取締役社長 田中浩二

環境管理責任者 副環境管理責任者

総務部

代表者

・エコアクション21に関する統括責任
・エコアクション21の運用に必要な人、技能、知識、設備、資金、時間、情報を準備
・効果的で十分な実施体制を構築し、全社員の役割、責任及び権限を定め全従業員へ周
知
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポート承認

環境事業部

４-2　エコアクション２１における役割

役職名 役割・責任・権限



５．２０２２年度の環境目標および実績、中期環境目標

年度の期間　：　２月～翌１月

基準

目標値 実績値 判定

922,101 894,438 845,406 885,217 880,606

（―3％） -8.3% （―4％） （―4.5％）

1,331,103 1,291,170 1,186,468 1,277,859 1,271,203

（―3％） -10.9% （―4％） （―4.5％）

6,553 6,422 3,196 6,422 6,422

（―2％） -51.2% （―2％） （―2％）

79,405 77,023 82,512 76,229 77,420

（―3％） 3.9% （―4％） （―3.5％）

2,097 2,034 1,664 2,013 2,045

（―3％） -20.6% （―4％） （―3.5％）

869 865 772 865 865

（―0.5％） -11.2% （―0.5％） （―0.4％）

4.4 4.3 5.2 4.3 4.4

（―2％） 18.2% （―2％） （―1.5％）

605.6 602.6 555.9 602.6 602.6

（―0.5％） -8.2% （―0.5％） （―0.5％）

1,019 1,014 1,218 1,014 1,013

（―0.5％） 19.5% （―0.5％） （―0.4％）

662 659 688 659 658

（―0.5％） 3.9% （―0.5％） （―0.4％）

183 182 107 182 179

（―0.5％） -41.5% （―0.5％） （―2％）

注1　：　電力からのCO2排出量算出は中国電力の令和2年度二酸化炭素調整後排出係数 0.521kg-CO2/kWh を使用

注2　：　prtr法対象化学物質を使用していないので、化学物質に関する目標を掲げません。

注3　：　再生資源化率は１００％を継続しており、再生資源化率の目標は上表に入れていません。活動は継続します。

2

4 水使用量の削減 ｍ3 ×

5 不良品の削減 件 ○

t ×

3 紙使用量の削減 kg ×

① 一般廃棄物排出量の削減 t ×

② 産業廃棄物排出量の削減

④ ＬＰＧ使用量の削減 kg ○

⑤ 灯油使用量の削減 ℓ 〇

1

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 ○

① 電力使用量の削減 kWh ○

② ガソリン使用量の削減 ℓ ○

③ 軽油使用量の削減 ℓ X

環境目標 単位

今年度 中期目標

2019年度
2022年度

2023年度 2024年度



実施状況 次年度

継続

○ 〃

○ 〃

○ 〃

○ 〃

○ 〃

△ 〃

× 〃

○ 〃

・夜間・休日パソコン等事務機器の主電源OFF

・電力不要時の負荷遮断

・不良品の削減

・ピークシフト、デマンドコントロールの実施

・レーザー加工機の効率的稼働

電力使用量のうち、その大半を占める工場での電力使用量について考える。

・結果と考察

山陰総業の製造部門は夏場に繁忙期を迎える。具体的には６月から８月の期間である。その期間に於いては目標

を概ね達成できた。その他の月については、年度の前半で目標に僅かに届かない月が続いたものの、閑散期とな

る冬場で大幅な目標達成となった月があった。このことから、年度を通じては目標を達成できた。また、残業時

間を削減し効率化を推進できた。

・今後の更なる目標達成のために

①　大型スポットクーラーのテスト導入

②　スポットクーラーに代わる、省エネな暑さ対策の模索。

③　不要な電気のこまめな切電を行うことによる、社内挙げての節電意識の向上。

電力消費量の削減　：　達成（-10.9％）・・・次年度の目標は、５項の中期2023年度通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の課題等）

・節電呼びかけの表示 コメント

・効率的な生産をして電力量を削減する

・消費電力の少ない機械に変えてゆく

・工場灯のエアー漏れを直し、コンプレッサーの
稼働を避ける

・エアコンの温度設定は、夏28℃　冬24℃

・エアコンフィルターの定期清掃

・照明器具の適正使用と適正管理

６．.環境経営計画（取組）の結果と評価、次年度の環境経営目標および環境経営計画（取組）

注：達成状況の％は、目標数値に対する100分率で示す。100%以下になれば、目標数値を達成。								

活動実施状況：◎（100%実施）　○(90%以上～100%未満実施）　△(80%～90%実施）　×（80%未満実施）

二酸化炭素排出量の削減　：　達成（-8.3％）



達成・実施状況 次年度

○ 継続

○ 〃

○ 〃

○ 〃

○ 〃

○ 〃

○ 〃

△ 〃

　　　　　　　　　　　　　軽油　　  ：　未達成（3.9％）・・・同上

　　　　　　　　　　　　　LPG　    ：　達成（-20.6％）・・・同上

　　　　　　　　　　　　　灯油　　  ：　達成（-11.2％）・・・同上

注：達成状況の％は、目標数値に対する100分率で示す。100%以下になれば、目標数値を達成。								

活動実施状況：◎（100%実施）　○(90%以上～100%未満実施）　△(80%～90%実施）　×（80%未満実施）

・重機使用の効率化の励行 コメント

　車や重機の月次定期点検の実施を確実にし、
効率の良い状態を保つ

・エコドライブ10の励行

・車両の定期点検と整備の徹底

・タイヤ空気圧の点検

・収集運搬時の積み込み荷物の平準化

・収集運搬の作業時間、待機時間、走行距離の短縮

・溶接加工機の効率的稼働の励行

・溶接加工における不良品削減の推進

・結果と考察

・今後の更なる目標達成のために

①　安全運転の徹底と意識の向上。

②　急発進はしない。

③　時間・ブレーキ・気持ちに余裕を持った運転の励行。

軽油の消費量の多くは、金属くずの処理に使う重機によるものである。消費量の推移を見ると極端な増減はな

く、毎月ほぼ同程度の消費量となっている。金属の回収は、お客様のもとを定期的に訪問する形で行うことが多

い。この回収方法が繁忙期と閑散期の区別があまり明白にならない要因となっていると考えられ、このことが軽

油消費量の変動の小ささに繋がっていると考察される。仕事で用いる重機で使用量の削減を図ることは難しく、

燃費の良い新型重機の導入が分かり易い手法ではあるもののコストがかかり過ぎるため、現実的ではない。

④　積載量の厳守

化石燃料の削減　：　ガソリン　：　達成（-51.2％）・・次年度の目標は、５項の中期2023年度通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）



達成・実施状況 次年度

○ 継続

○ 〃

○ 〃

〃

達成・実施状況 次年度

○ 継続

○ 〃

○ 〃

○ 〃

達成・実施状況 次年度

○ 継続

○ 〃

○ 〃

△ 〃

達成・実施状況 次年度

○ 継続

○ 〃

○ 〃

○ 〃

注：達成状況の％は、目標数値に対する100分率で示す。100%以下になれば、目標数値を達成。								

活動実施状況：◎（100%実施）　○(90%以上～100%未満実施）　△(80%～90%実施）　×（80%未満実施）

水使用量の削減　：　未達（+3.9％）・・・次年度の目標は、５項の中期2023年度と通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

・節水の呼びかけの表示 コメント

　来年度、トイレ改修を実施し、節水仕様のトイレ
の採用と水漏れを修繕する。

・手洗い、洗い物時の日常的な節水の励行

・洗車時の節水の励行

・漏水の点検

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

・コピー紙節約の呼びかけの表示 コメント

　スパムファックスが多いことから、その対策をす
ることによってコピー用紙の節約ができるようにし
たい。

・コピー紙の両面使用、両面印刷の徹底

・ミスコピー防止のために設定リセットの確認

・会議資料や事務書類の簡素化とペーパーレス化

紙使用量の削減　：　未達（+19.5％）・・・次年度の目標は、５項の中期2023年度と通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

一般廃棄物排出量の削減　：　未達（+18.2％）・・・次年度の目標は、５項の中期2023年度と通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

・3S活動の徹底 コメント

　引き続き、減容化を推進することによって、ごみ
袋の削減に繋げたい。ごみ袋が減れば、廃棄費
用が削減できる。

・一般廃棄物の分別の徹底

・一般廃棄物の資源化の徹底

・一般廃棄物の圧縮等による減容化の推進

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

・3S活動の徹底 コメント

　分別は徹底して行っており、その結果として産
廃処分に際して料金が少し安くなるというメリット
がある。今後もこの姿勢を継続する。

・産業廃棄物の分別の徹底

・産業廃棄物の資源化の徹底

産業廃棄物排出量の削減　：　僅かに未達（-0.7％）・・・次年度の目標は、５項の中期2023年度と通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）



実施状況 次年度

数値設定
なし

○ 継続

○ 〃

実施状況 次年度

数値設定
なし

◎ 継続・事業場周辺等の美化活動の実施 コメント
　定期的に地区内の溝掃除を実施している。

再生資源の再資源化目標と活動は、仕入先の協力もあり、回収・収集→再資源化→販売が適正に行われており、再資源
化率は100％である。目標と活動は継続する。

地域貢献活動

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

不良品の削減　：　達成（-41.5％）・・次年度の目標は、５項の中期2023年度と通りとする

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

環境経営目標 ☑中長期目標継続　　　　□目標見直し

・不良品の削減 コメント

　不良品の発生を単なるヒューマンエラーとして
終わらせず、その他の要因も含めて検討すること
を習慣づける。

・歩留まりの向上



７．環境関連法規等の遵守状況の確認および評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

主な関係環境法規 遵守結果

廃棄物処理法 〇

騒音規制法 〇

振動規制法 〇

浄化槽法 〇

下水道法 〇

水質汚濁防止法 〇

自動車リサイクル法 〇

家電リサイクル法 〇

フロン排出抑制法 〇

８．代表者による全体の評価と見直し結果

2022年度は、2月にロシアがウクライナに侵攻して以降、食品やエネルギーなどの高騰に拍車が

かかった年であった。

当社でも材料の値上がりから始まり副資材の値上げが進んできました、そのような中でも工場

のLED化・古いスポットクーラーの更新・作業の効率化などで電力量の削減目標を達成する事が

ングストップなどを周知する事で次年度も目標達成出来るようにしたいと考えております。

水使用量・紙使用量については目標達成できなかったが、ペーパーレス化を進める事で

改善できるようにしたいと思います。

2023年度も従業員と共に更なる環境負荷低減活動に取り組んでいきたいと思います。

出来ました。燃料使用量もおおむね達成する事が出来ました、エコドライブの実施・アイドリ

上記の環境関連法規等の遵守状況の確認の結果、全ての環境関連法規等は遵守されていました。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。


